議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２８年３月１７日(木)　午前１０時００分～午前１１時３１分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　青山直道　　副委員長　　じんの和子
委　員　大島令子　　岡崎つよし　川合保生
ささせ順子　佐野尚人　　山田けんたろう
議　長　伊藤祐司　　副議長　　　木村さゆり

	
	事務局
	事務局長　同補佐　主任


１　あいさつ
議長
２　議題
　⑴　議案の提出について

＜説明：事務局＞
　　　・　発委第１号　長久手市議会委員会に関する条例の一部改正について
　　　　　議会運営委員会提出

・　発委第２号　長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について

　　議会運営委員会提出

・　発委第３号　長久手市議会会議規則の一部改正について

　　議会運営委員会提出

・　意見書案第１号　子どもの貧困対策のさらなる取組強化を求める意見書の提出について
　　教育福祉委員会提出
（委員長）・　説明について意見はあるか。

＜異議なし＞
⑵　平成２８年第１回長久手市議会定例会議事日程（第６号）について
　＜説明：事務局＞（議事日程第６号のとおり）
・　諸般の報告、議案第１号から議案第３７号まで（委員長報告・委員長報告に対する質疑・討論採決）、発委第１号から発委第３号まで（上程、説明、質疑、討論採決）、意見書案第１号（上程、説明、質疑、討論採決）、継続調査の申出
（委員長）・　説明のとおりの議事日程でよいか。

＜異議なし＞

（委員長）・　本会議における議案第１号に対する附帯決議の議事につき、事務局から説明して欲しい。
（事務局）・　予算特別委員長から議案第１号について附帯決議を付すべき旨の審査報告が議長へ提出された。本会議における附帯決議の議事については、会議規則や申し合わせ等での取り決めがなく、地方議会運営辞典でも「各議会において先例を確立しておくことが望まれる。」とある。ただし、本市議会では過去に本会議で附帯決議を審議した実績がないため、大阪市議会が予算委員会から付された附帯決議を本会議で審議した際の会議録を参考資料として配付した。大阪市議会では本案可決後、議長が附帯決議を付すことを諮り、採決している。なお、会議録から附帯決議の内容を確認するためには、発言として記録することが必要である。
（委　員）・　本会議で附帯決議を審議する場合、発議はどのように行うのか。
（議　長）・　地方議会運営辞典には、委員長報告で附帯決議の全文を報告することにより、本会議で別途採決を行わない方法や、本会議で「議案第○号に対する附帯決議案」という決議案を発議する方法が紹介されているが、法的拘束力を伴うものでもないため、議案として取り上げる必要はないと思われる。今回の附帯決議案の内容については、多くの議員が納得していると聞いているので、委員長報告の中で附帯決議案を報告してもらえるのであれば、附帯決議の文案を配布した上で大阪市議会と同様の議事を行ってはどうか。ただ、議員個人から別途附帯決議が提出されるのであれば、その内容を登壇して説明し、質疑を行う必要はあると思われる。
（委　員）・　どのように会議録に附帯決議の文言を残すかが重要だ。
・　今後、他の委員会からも附帯決議が提出される可能性があるので、きちんと会議録に附帯決議の内容や議場でのやりとりを記録として残せる議事を先例として行うべきである。
（委員長）・　今回の議事が今後参考とする先例となる。
（委　員）・　大阪市議会の例は本案可決後そのまま附帯決議の採決を行っているが、予算特別委員長が登壇し、附帯決議の内容を説明した方が良いのではないか。

（事務局）・　議事としては、「委員長の報告のとおり附帯決議を付すべきものか」を諮ることとなるので、予算特別委員長が附帯決議について登壇して説明し、採決することではどうか。
（議　長）・　附帯決議を付すためには、まずは本案可決することが条件となるが、本案可決後、議案第２号の議事の前に予算特別委員長が登壇して附帯決議の内容を説明し、質疑、討論をせず採決としてはどうか。
（委　員）・　なぜ予算特別委員会で附帯決議を付すべきとしたのかを説明する事が大切。
（議　長）・　附帯決議を予算特別委員長が改めて説明するのであれば、委員長報告では少し省略してはどうか。もし予算特別委員会委員以外の議員が附帯決議を提出する場合は動議として提出することになるが、予め議運に諮って頂くことが望ましい。
（委員長）・　本案可決後、議案第２号の議事の前に予算特別委員長が説明し、質疑、討論をせず採決とする議事でよいか。
＜異議なし＞
⑷　議会基本条例に基づく運営の諸課題について

＜災害時の議会の対応について＞

（委員長）・　「災害対応指針」、「災害対策会議設置要綱」、「災害対策行動マニュアル」について、各会派で検討した内容を報告してほしい。
（創政クラブ）

・　まずは「災害対応指針」について検討し、その上で「設置要綱」や「マニュアル」の必要性を検討してはどうか。
（グローバルネット）
　　　　 ・　まずは「マニュアル」を策定し、必要に応じて適宜「災害対応指針」や「設置要綱」を検討してはどうか。細かい点としては、「マニュアル」の行動基準に「⑵中期イ　担当する被災地」と記載があるが、担当の地域を区分するのが妥当なのか、分けるとすればどのように区分けするのか、検討が必要ではないか。マニュアルが完成した際には、行動の手順を示したフローチャートを作成してはどうか。
（政策グループ　ガイア）
・　「マニュアル」と「災害対応指針」を一本化し「災害対応指針」は不要ではないか。具体的な内容は、次期議運のメンバーで決めて頂ければよい。
（公明党）・　災害の規模は毎回違うため、臨機応変に改訂できるマニュアルを定めるべき。

（無会派）・　長久手で発生しうる災害をどう想定するかを検討し、「マニュアル」等を整備すべき。

（市民ネット）
　　　　 ・　被災後に自宅に留まるべきか、登庁し議員控室に集まるべきか議論がまとまらなかった。「マニュアル」のみの整備でよいと考えるが、もっと簡単な内容にしてもよいのではないか。すべての災害に対応できる「マニュアル」を整備することが大切なのではないか。
（委員長）・　市の地域防災計画が改定となることに伴い、３月１１日に初動訓練が開催された。その状況について報告して欲しい。
（事務局）・　地域防災計画が改定となることに伴い災害初動ガイドラインの確認のため、防災訓練が開催された。議会事務局の担当する業務は「正副議長の災害地視察」、「議会の災害応急対策活動のための情報収集及び連絡調整」、「他の班の応援」であり、時系列による流れは次のとおり。
	発災からの時間
	行動内容

	３時間以内
	情報収集、連絡調整

	６時間以内
	情報収集、連絡調整

	２４時間以内
	情報収集、連絡調整

	７２時間以内
	正副議長の災害地視察、他の班の応援


・　議会事務局長の対応としては、災害対策本部に集約された被害状況を議長に報告し、議員が持っている情報を収集し災害対策本部に報告するなど、災害対策本部と議会の間を行き来することになると思う。
（議　長）・　市の地域防災計画では事務局長は災害対策本部付きとなるが、いまの訓練の内容を聞くと連絡調整が中心であるため、議会との兼務も可能と考える。また、現状では補佐以下の事務局職員も全員指定職で災害対策本部付きとなっているが、１名程度は指定職にするとしても、他の事務局職員は議会付きとすることがよいのではないか。今後、執行部との調整が必要と思われる。
（委員長）・　まず「マニュアル」の整備が必要との声が多かった。災害時の対応について共通認識があれば「マニュアル」のみの整備で対応できると思う。どのような「マニュアル」が好ましいか。
（委　員）・　もう一度、初動期、中期、後期とタイミング別に簡単な内容で、次期議運メンバーにより検討してはどうか。
・　地域防災計画では事務局長の位置づけが決まっているため、それを前提とした内容でマニュアルを再度検討してはどうか。
・　「災害初動ガイドライン」と「マニュアル」の記載内容はリンクしておいた方が良い。また、「災害初動ガイドライン」を補完できる内容を「マニュアル」に盛り込んではどうか。「災害初動ガイドライン」を議会にも共有して欲しい。
（議　長）・　「マニュアル」の初動期の時間帯は発災から４８時間と規定しており、一方、「災害初動ガイドライン」は発災から７２時間と規定している。こういった部分のすりあわせは必要ではないか。
（委　員）・　設定震度も異なっているので、整合性を持たせることが必要。

（議　長）・　地域防災計画の改訂に合わせて執行部と調整する必要はあった。防災計画の３月末の改訂を待って検討してはどうか。
（委員長）・　４月中旬に議会運営委員会を開催して、議会として災害対策会議の設置はどうするか、発災時の参集、どのような災害が予想されるかについて、改めて検討してきて欲しい。３月末に改訂する地域防災計画は、追って送付する。
・　長期休暇時の議員報酬の件についても、順次検討を行いたい。
・　議員報酬の件についても、夏頃を目途に検討していきたい。
３　その他
（事務局）・　友好都市であるワーテルロー市の助役が本定例会最終日の３月２２日に本市を表敬訪問される。それに伴い、助役が本市議会議員にもあいさつされたいとのこと。午前９時３０分から議場であいさつをして頂くため、議員は９時１５分に議員控え室に集合して頂きたい。助役のあいさつ後、９時４５分から全員打合せ会を行う。
（委員長）・　説明のとおりの日程で受け入れることとしてよいか。
＜異議なし＞
（委　員）・　代表質問を行う際の関連質問について、現在は６０分の質問時間の中で関連質問も行っているが、関連質問の質問時間を会派の人数に応じて配分して欲しい。
（委員長）・　次回以降の議会運営委員会で諮っていくこととする。
　　　　 ・　次回は４月１９日（火）午前１０時から
　・　以上で議会運営委員会を終了する。
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